
3 微 生物班

微生物班は、食品や飲用水に関する微生物学的検査を行っています。これらの検査依頼は、行政

依頼によるものです。

保健所等関係各課からの行政依頼検査として、食品衛生法に基づく規格基準検査、飲料水やプー

ル水、浴槽水検査、食中毒や吉情、感染症などについて検査をおこないました。主な検査の概要は

次のとお りです。業務区分検査件数を表 3に 示 します。

(1)行 政依頼検査

ア 食 品中の微生物検査

食品収去計画に基づき食品保健課が販売店や製造所から収去した食品及び教育委員会から依

頼された給食食材等について検体教 298件、検査項目数 877件の微生物検査を行いました。

その内訳は、表 4に 示します。当所での微生物検査によつて食品衛生法違反になった食品

は氷菓 1件 (大腸菌群)で した。

なお微生物検査ではありませんが、本年度より衛生科学班が主となって行つている特定原材

料検査の確認検査 として、刀ヽ麦、そば、落花生のPCR検 査及び乳、卵のウエスタンブロット法

による確認検査法の検討を行いました。

イ 環 境衛生に関する微生物検査

生活衛生課等からの依頼による環境衛生検査として上水道、井戸水、プール水、公衆浴場

水等を、環境保全検査として河川水、事業所排水等の微生物学的検査を行いました。

また、生活衛生課が実施 したレジオネラ立入調査 (82施設)の うち 32施設 (43検体)に つ

し いてレジオネラの検査をしました。内訳は表 5に 示します。

ウ 食 中毒 ・苦情検査

食中毒 ・苦情等の発生に伴 う検査を29事例行いました。このうち、当市で発生した食中毒に

伴 う検査は、5事 例でした。その事例概要を表 6に 示します。

焼き鳥店を原因としたカンピロバクターによる食中毒事例と平成 14年以来 2年 ぶ りに発生し

たノロウイルスによる食中毒事例については調査研究編と資料編に記載 しました。昨年のサル

モネラ食中毒事例についての再現実験に続き本年は、焼き鳥店を原因としたカンピロバクター

の原因究明のための再現検査を行いました。

工 感 染症に関する検査

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」に基づく 「感染症発生動向調査

事業」における病原体検査 (主にウイルス分離検査)を 平成 13年 6月 より実施 しています。

市内の 6医 療機関 (小児定点 1、 インフルエンザ定点 2、 基幹定点 3)の 協力のもと、患者

検体 103検体についてウイルス検索を実施 し、49株 のウイルスを分離検出しました。詳細は資

料編に記載 します。感染症の患者の届出に伴 う確認検査を行いました。本年は 3類 感染症につ

いての確認検査及び 5類感染症についての検査がありました。

検体数及び陽性数を表 7に 示します。なお後天性免疫不全症候群の確認検査も実施 しました。
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オ GLPに 関する精度管理

食品薬品安全センターの行 う外部精度管理調査に参加 し、
二般細菌数、黄色ブ ドウ球菌、

E.●oli、サルモネラ属菌の 4項 目5検 体の検査を実施 しました。また、業務及び標準作業書の

整備を行い、庁内の信頼性確保部門による内部点検を受けました。

(2)そ の他

ア)関 係職員の技術の向上を目的とした 「感染症診断技術研修会」を実施 しました。

平成 17年 11月 11日 (金曜)

熊本市環境総合研究所 1階  学 習ホ‐ル

123名

「生物テロ対策の実際―天然痘テロ対策一」

厚生労働省 仙 台検疫所 所 長 岩 崎 恵 美子 先 生

平成 13年から開始した当研修会は、人材の育成を目的として各方面の方に講師を依頼 していま

す。毎回当研修会のテ‐マは、最新の話題について行つていますが、今回はバイオテロとい うこ

とで各方面の方に興味深い内容であったためか、研修会開始後 5年 の間で参カロ者数が最高となり

ましたち

開催 日時

場  所

参加者数

テ ー マ
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表 3 業 務区分別の検査件数

依頼区分 項 目名 合計 備 考

行政依頼

食 品
検体数 283 収去の食品 (年度計画に基づく検体)

保健所以外の行政機関からの依頼検査検査項 目数 852

環境

検体数 635 ・お しば り、浴槽水等の環境衛生検査

・浴槽水のレジオネラ検査

・河川水、浄化槽放流水等の環境保全調査検体
検査項 目数 1,095

食中毒

苦情

検体数 392 ・食中毒 ・苦情の食品 ・患者出来材料

・ふきとり等検査項 目数 5,575

感染症

検体数 138 発生動向調査

細菌 ・ウイルス同定

HI V
検査項 目数 350

その他
検体数 15 食中毒 ・苦情以外の拭き取り

食中毒 ・苦情以外の検便検査項 目数 25

合   計
検体数 1,463

検査項 目数 7,897
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表 5 環 境衛生 ・環境保全関連の微生物学的検査

検体種別

検

体

数

総

検

査

項

目

数

検査項目 (規準を超えた検体数※)

般

細

菌

数

大

腸

菌

群

大

腸

菌

黄

色

ブ

ド

ウ
球

菌

レ

ジ

オ

ネ

ラ

属

菌

上水道 65 130 6 5 ( 1 ) 65(0)

井戸水 93 186 93(8) 93(5)

湧水
※1

30 60 30m) 30(12)

地下水 (定点井戸) 96 192 9 6 ( 5 ) 9 6 ( 1 )

事業所排水 9 9 9(0)

河川水 18 18 1 8 ( 0 )

プール水 96 192 9 6 ( 2 ) 9 6 ( 3 )

温泉飲用水 3 6 3(0) 3(0)

浴槽水 159 163 112(11) 51(21)

おしぼり 12 36 1 2 ( 2 ) 1 2 ( 0 ) 1 2 ( 0 )

貸 しオムッ 6 18 6(1) 6(0) 6(1)

砂
※2 36 72 36(0)

中水道 9 10 1(0) 9(0)

合計 635 1095 401(23) 254(14) 332(18) 1 8 ( 1 ) 51(21)

※1「飲用井戸等衛生対策要領」に基づき検査を実施。

※2検 出された検体数を ()内 に示す。
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1  表 7 感 染症に関する検査

感染症

分類
疾病名 酪

数
陽性 備考

3 類 陽管出血性大腸菌感染症 27 15

内訳 0157:H7(VT2)    4

0157:H7(VTl&W2) 3

026:Hll(VTl)   0

026:llNM(VTl),   1

i OUT:HNM(VTl)    1

5 類 惑染性胃腸炎 (←乳児嘔吐下痢症)
ｒ
ｕ

Ｅ
Ｕ GI ①)、GII(5)
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